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6／10陥．250

　　人口の動き

　一6月1日現在一

男5，064（一3）
女5，114（＋lo）
言十　　10，178（＋7）

世帯数2，355（±o）

　　（）前月比較
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　快晴のいち日，千手地区の婦人の方々が二十名ほどで
町内の名所￥旧跡をめぐりました。
　霜条の梵男字碑を始め元町の親子杉、三領のオノコサマ

等々……ことに、オノコサマの前では、全員が手を合わ
せていましたが、はたして、どんなことをお祈りしたの
でしょうか。……？

　また、仙田地区では、始めて入るという所も多いので
全部落をまわりました。

撫髪、，鐵犠

雛

難贈蜘燃

奪

臼
（
”
■
∴
■
皆
．
－
　
　
　
　
　
　
　
　
冠

　　辮
潔灘i溝

脚．難難　　囎．毒　鞭

医
院
院

急
救
病
医

日
休
条
島

の
中
大

月
6
日
日

一
1
7
2
4

灘蝋
　　　灘

蝋

縫

醤

辮

灘

　　　　院（中　条）

　　　　院（川原町）

　7月上旬の予定

1日　山　口医院（下　条）

8日十日町病院（高田町）

〈写真は、小白倉木落線（観光道路）

から黒姫、米山を望む一行＞

6／20・克雪センター

7／4・上野連絡所
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多
．

林
道
完
成

77’

高
倉
～
若
ノ
窪
ま
で

植
林
作
業
も
順
調
に

’

　
四
十
八
年
度
か
ら
開
始
し
た
林
道
開
削
事
業
も
、
五
士
二
年

度
を
も
っ
て
、
全
工
程
の
半
分
過
ぎ
完
成
犯
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
そ
ま
く
う

　
こ
れ
ま
で
完
成
し
た
部
分
は
、
高
倉
の
磯
枕
か
ら
、
旧
国
道

の
若
ノ
窪
ま
で
で
、
こ
の
間
は
お
よ
そ
四
千
五
十
メ
ー
ト
ル
。

途
中
一
部
町
道
（
ゴ
ミ
捨
て
場
付
近
）
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

部
分
は
全
部
砂
利
敷
き
も
終
わ
っ
て
、
い
つ
利
用
い
た
だ
い
て

も
い
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
林
道
の
開
削
と
と
も
に
、
林
分
改
良
事
業
等
の
造
林
事

▲高倉から若ノ窪まで完成の林道

▲伐採から地ごしらえ、植林と作業も順調に・

＼

業
も
順
調
に
進

み
、
こ
れ
ま
で

に
百
四
十
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
植

林
が
終
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
植
林
の
作
業
道
と
、

基
幹
と
な
る
林
道
が
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
こ
れ
か
ら
の
林
業

振
興
に
大
き
な
期
待
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
林
道
工
事
は
、
越
ケ
沢
の
上
部
（
節
黒
城

に
至
る
町
道
と
の
分
岐
点
）
付
近
か
ら
、
北
へ
向
か
っ
て
進
め

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
道
小
白
倉
木
落
線
（
観
光
道
路
）
ま

で
開
削
を
行
う
も
の
で
す
が
、
今
後
四
年
間
を
目
標
に
、
約
三

千
メ
ー
ト
ル
の
工
事
と
な
り
ま
す
。

　
全
線
開
通
に
は
、
い
ま
し
ば
ら
く
か
か
り
ま
す
が
、
分
水
嶺

か
ら
な
が
め
る
趣
は
ま
た
格
別
で
す
。
快
晴
を
ね
ら
っ
て
、
是

非
一
度
、
林
道
の
散
策
を
試
み
て
く
だ
さ
い
。

謄
鷲
籍
鴛
僻
画
一
画
｛
、
、
、
、
、
鼻
、

．
濤
ぎ
森
林
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
導
入
を
”

　
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
”
森
林
総
合
整
備
事
業
〃
の
地
域
指

定
を
受
け
、
今
ま
で
以
上
に
林
業
の
振
興
を
は
か
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
従
来
の
造
林
事
業
の
内
容
を
改
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

踊
緯
舞
年
金
権
が
ふ
∬
く
丑
し

ね
　
　
　
　
復
活
す
る
特
例
納
付

　
国
民
年
金
の
特
例
納
付
制
度
を
ご

存
じ
で
す
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
に
当
然

加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

保
険
料
を
長
い
こ
と
納
め
忘
れ
て
い

た
た
め
に
、
将
来
、
老
齢
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
”
無
年
金

者
”
を
救
済
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
措
置
で
す
。

　
特
例
納
付
は
、
昭
和
五
十
三
年
七

月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
五
年
六
月
三

十
日
ま
で
の
二
年
間
に
限
り
行
わ
れ

ま
す
。

　
保
険
料
は
一
か
月
に
つ
き
四
千

円
で
、
こ
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
の
で
き
る
人
は
、
明
治
四
十

四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

「
当
然
加
入
者
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
な
お
、
次
の
人
は
特
例
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

　
る
人
ま
た
は
任
意
加
入
で
き
た

　
期
間
の
あ
る
人
。
た
だ
し
、
サ

　
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
で
結
婚

　
前
に
「
当
然
加
入
期
間
」
が
あ

　
れ
ば
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は

　
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
す
で

」

　
に
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金
を

　
受
け
て
い
る
か
ま
た
は
受
け
る
こ

　
と
の
で
き
る
場
合
。

　
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
の
年
金
権
は

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
機
会

に
、
い
ま
一
度
ご
自
分
の
納
入
状
態

を
チ
エ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
特
例
納
付
に
該
当
す
る
人
は
、
期

限
ま
で
に
必
ず
納
め
終
え
る
よ
う
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
納
入
方
法
は
、
納
め
忘
れ
た
期
間

を
一
括
ま
と
め
て
納
入
し
て
も
よ
く

ま
た
、
期
限
内
な
ら
分
割
納
入
も
で

き
ま
す
。
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ぺし
、
補
助
対
象
の
拡
大
や
補
助
内
容
の
充
実
を
め
ざ
す
も
の
で
、

た
と
え
ば
、
補
助
対
象
の
面
で
は
、
拡
大
造
林
、
再
造
林
、
天

然
林
改
良
、
さ
ら
に
人
工
林
の
下
刈
り
や
雪
お
こ
し
、
除
間
伐

な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
と
く
に
、
保
育
事
業
の
下
刈
り
や
雪
お
こ
し
、
除
間
伐
な
ど

は
、
二
十
五
年
ま
で
補
助
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
補
助
内
容
面
で
は
、
従
来
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
補
助

率
で
あ
っ
た
も
の
が
、
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
引
き
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
制
度
の
内
容
が
大
き
く
改
善
さ

れ
た
の
で
す
が
、
し
か
し
、
こ
の
制
度
で
事
業
を
実
施
す
る
場

合
は
、
地
域
の
森
林
所
有
者
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
造
林
振
興
を
総
合
的
に
お
し
進
め
る
こ

と
を
ね
ら
っ
て
、
町
内
の
全
森
林
所
有
者
の
同
意
を
得
て
少
し

で
も
有
利
な
か
た
ち
で
、
こ
の
事
業
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
同
意
書
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
は
、
今
月
い
っ

ぱ
い
に
、
各
農
家
組
ム
旦
只
を
通
じ
て
お
願
い
す
る
手
は
ず
に
な

っ
て
い
ま
す
。

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
、
林
業
の
生
産
基
盤
整
備
の
た
め
、

格
別
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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みんながしている寝る前・外出時め火の元点検
　　　　　　　　　　　　　く火災予防アンケートから＞

　4月の火災予防週間のときに皆さんにお願いした　　i　います。こと火災予防に関しては、注意をし過ぎる
火災予防アンケートの結果がまとまりました。　　　　1　ということはありませんから……

“人のふり見てわがふりなおせやではありませんが・　i　〔アンケートは町内全世帯にお願いしたものですが、

人は火災予防についてどんな工夫をし・注意をして　　i　回収率は79．5％（1，903世帯）でした。　　以下

いるのか、この際じっくりとご覧いただきたいと思　　1　単位は世帯です．〕

　　　”　5002以下一一一……一一…一一一1，298
　　　”　　5004、以上一一一一一一一一一一一一一一一。　214

エ、貯蔵場所は屋外である。…一一一一……一956

オ、貯蔵は屋内であり、その場所の内装は

　　可燃材である。…一…一一一…一一一一一一一…一一460

6，その他…

ア、消火器を設置している。一・一…………1，679

イ、火災、地震等の際には、玄関及び窓など

　　に2か所以上の避難口がある。一……1，525

　ウ、石油風呂釜はときどき掃除する。…一一一一725

エ、石油ふろがまの掃除はほとんどしていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　”甲”一”’353

オ、二階・三階に避難器具がある。……一…・一73

カ、家族で防災についてときどき話合う。…一607

キ、ガス器具、ゴムホースの点検をときどきする。

　　　　　　　　　　　　　　　　””一一1，240
ク、寝る前や外出時には、必ず火の元を確認する。

　　　　　　　　　　　　　　　　”””曹1，751

　　　　　　　　　　　　　　煽勲　　　　剣謬　鍵
▲十日町地域消防署に救助工作車が入りました・

　事故車の解体から引き上げ、火災現場での消火

作業などに必要な装備を全て積載して値段は1，4

50万円、今後の活躍が期待されています。

　1，たばこからの出火を防ぐために…

　ア、灰皿に必ず水を人れる。………・一…一…一一一一…304

　イ、寝たばこは絶対しない。・一一一一…一一一…一1，303

2，暖房器具の取扱いは…

　ア、耐震装置付の石油ストーブを使っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一”一”－”19363
　イ、耐震装置付だが、ゼノトしていない。一…一178

　ウ、火をつけたままストーブを移動することがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一9噂”271

　エ、火をつけたまま給油することがある。一一一156

　オ、ストーブの近くに洗たく物を干す。……一一一710

　カ、手入れや点検をときどきする。…………一1，057

3，煙突状態は…

ア、貫通部にめがね石を入れている。一一一…一…550

イ、めがね石に亀裂がない。……一…一一。一一一一一…343

ウ、煙突と木部は15cm以上離れている。　　　　966

エ、煙突は、横の部分より立ちあがり部分が長い。885

4，プロパンガスの取扱いは…

ア、ボンベは屋外に置く一一一一…一一一……一一……一4，611

イ、ボンベはくさりなどで転倒防止をしてある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一…19211

ウ、ボンベには、6時間以上直射日光があたらない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一1，454

エ、ボンベ、配管は雪囲いをしてある。…一……1，475

5，灯油の扱い方は…

　ア、ホームタンクで貯蔵している。一…一一…一…一818

　イ、ドラムかんで貯蔵している。一・一…一一…一一一一1，166

　ウ、貯蔵量1002以下　　…………一一…一……　178
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諺
灘
鱗
・

舞
　
響

　
　
　
　
　
　
　
醗

．鐸

舞
灘
灘

　
　
灘
灘
灘

議
灘
鰯
　
、

ヤ多

ふ
7
こ
、
、

大
事
業
の
竣
功
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歓
声
の
う
ず

　
青
々
と
水
を
た
た
え
る
川
西
ダ
ム
、
ほ
と
り
に
建
つ
記
念
碑
か
ら
は
、
緑

濃
い
節
黒
城
跡
と
、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
青
田
が
一
望
に
ひ
ら
け
ま
す
。

　
今
か
ら
十
三
年
も
前
、
農
業
立
町
を
夢
見
る
多
く
の
人
々
は
、
農
業
構
造

を
一
変
す
る
遠
大
な
計
画
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ほ
場
整
備
、
か
ん
ぱ
い
、
そ
し
て
二
次
構
事
業
と
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、

近
代
的
な
農
業
の
姿
を
求
め
続
け
な
が
ら
…
－
…
－
…
・
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
大
事
業
は
、
国
土
調
査
事
業
の
完
了
も
加
え
て
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん

一
日
に
、
盛
大
な
竣
功
の
日
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
．

　
い
う
な
れ
ば
、
こ
こ
に
町
農
業
の
革
命
が
、
敢
然
と
実
を
結
ん
だ
の
で
す
、

　
　
　

．
韓

購
．

馬
、
‘

蕪
鰍
罫
．
“

滋
禰
蟄
裟
奪

縫

鍵
鐵
黙

羅
、
懸

難
、

艦

謹
、

▲上、ミ恵沢治潤ぐは君知事の揮ごう・

　　　ダムほとりの記念碑。

▲下、取水のスイッチを入れる町長，

　　知事代理及び農地部長代理。

1〉右、上空から望む川西ダム周辺・

　
世
紀
の
大
事
業
と
い
わ
れ
る
竣

功
式
だ
け
に
、
こ
の
日
は
、
国
会

議
員
を
始
め
県
関
係
者
、
近
隣
市

町
村
長
、
地
元
関
係
者
な
ど
、
お

よ
そ
六
百
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
快
晴
の
川
西
ダ
ム
ほ
と
り
で
は
、

通
水
式
と
あ
わ
せ
て
記
念
碑
の
除

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん

幕
式
が
、
ま
た
、
合
同
竣
功
式
は

体
育
館
に
会
場
を
移
し
、
終
日
歓

声
の
う
ず
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

坪
山
の
高
橋
さ
ん
に

　
　
　
　
　
黄
　
綬
褒

章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
山
の
高
橋
茂
雄
さ
ん
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
歳
）
が
、
黄
綬
褒
章
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
誉
に
輝
き
、
先
月
十
六
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
せ
て
天
皇
陛
下
に
お
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
か
か
る
と
い
う
栄
に
浴
し

ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
七
年
以
来
今
日
ま
で
、

長
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
事
業
に
貢
献
し
、
そ
の
業
績
が

認
め
ら
れ
て
、
こ
の
ほ
ど
の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
選
管
委
員
に

　
　
　
　
　
　
高
橋
（
伊
友
）
さ
ん
が

　
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た

大
井
長
太
さ
ん
（
中
央
町
）
が
、
先
月
十
五
日
に
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
後
任
の
委
員
に
は
、
補
充
員
と
し
て
選
任
さ

れ
て
い
た
高
橋
友
義
さ
ん
（
伊
友
）
が
あ
た
っ
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大卒警察官

の募集

△
募
集
期
間
　
六
月
十
八
日
～
七
月

　
　
　
　
　
二
十
三
日
ま
で
。

△
資
格
二
十
三
歳
以
上
二
十
八

　
　
　
　
　
歳
未
満
の
男
子
で
大
卒

　
　
　
　
　
又
は
来
春
卒
業
見
込
み

　
　
　
　
　
　
の
人
。

△
採
用
試
験
　
七
月
二
十
九
日

△
詳
細
は
も
よ
り
の
駐
在
所
ま
で
。

　
の
1
　
“
せ

電
知
5

停
お

六
月
二
十
日
（
水
）
　
午
前
9
時
～

午
後
1
時
ま
で
、
藤
沢
。
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四大事業アウトライン

※かんぱい事業　着工・昭和46年．完了・昭和53

　年（ただし、五升苗ため池分は未完成）．

　受益面積・622加．総工費・24億1，600万円

※ほ場整備事業　着工・昭和46年．完了・昭和53

　年．受益面積・779肱．受益者・1，151名．

　総工費・32億9，500万円．

※第二次農業構造改善事業　着手・昭和48年．

　完了・昭和53年．受益農家・906戸．トラクタ

　ー30台．コンバイン54台ほか各種機械施設．

　総事業費・14億8，000万円．

※国土調査事業　着手・昭和34年．完了・昭和53

レ
除
幕
式
に
見
入
る
参
列
者
（
川
西
ダ
ム
）

》
祝

年．調査面積・7，416加．調査費用・約2億円．i辞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：を
4つの事業の総事業費は、およそ74億円。巨額　i葵

の投資により町の農業は、手間のかからない、骨

のおれない農業へと変わりました。

　皆さんも実感されていることでしょうが、10ア

ール当りの稲作労働時間は、過去のほぼ4分の1

にまで縮められているのです。

　そして、これらの活用と、仙田地区の構造改善

事業を大きな課題として、再び前進を続けている

のです。

▲天神ばやし保存会の皆さんの出演で会場はさらに
　なごやかに。

る
根
津
町
長
（
体
育
館
）

レ
約
六
百
人
の
参
列
者

幾
』
き
幾
、

繕 猛鑑　　蟹

　　繍蘭験

蒙　馨　達▲1・　1　猶

轟灘麟

縫
灘

難

　
　
盤

　

i　　　老人医療費受給者証の書き替え場所と時間

時　　間 場　所 対　　象　　地　　区

午前9時～
　　　　12時 総合セソター

下記以外の千手地区

午後1時～
　　　　3時 伊友、高原田、山の根地区

午前9時～
　　　12時 上野連絡所

上野地区

午後1時～
　　　　3時

橘　　出張所 橘　地区

午前9時～
　　9時30分

大白倉公民館 白倉地区

午前10時～
　　　　12時

克雪セソター 上・下記以外の仙田地区

午後1時～
　　　　3時 室島公民館 室島、小脇、高倉、藤沢

　
老
人
医
療
費
受
給
者
証
は
、
毎
年
書
き
替
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の

で
お
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
。

　
な
お
、
今
使
用
中
の
も
の
は
、
七
月
一
日
か
ら
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
書
き
替
え
の
日
　
六
月
二
十
九
日

◎
書
き
替
え
の
場
所
　
別
表
の
と
お
り

◎
持
ち
物
老
人
医
療
費
受
給
者
証
及
び
本
人
の
載
っ
て

　
い
る
健
康
保
険
証

◎
㊨
・
県
老
・
県
障
の
表
示
の
あ
る
も
の
が
対
象
で
す
。

29日

受
給
者
証
の
書
き
換
え

老
人
医
療
費
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今
月
十
日

　
　
　
児
童
手
当
の
支
払
い

今
月
十
日
は
児
童
手
当
の
支
払
い
日

で
す
。
個
人
へ
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
受
給
者
は
指
定
金
融
機
関
で
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
六
月
は
児
童
手
当
の
現
況
届

の
月
で
す
の
で
、
受
給
者
は
六
月
一
日

現
在
の
職
業
（
会
社
等
に
お
勤
め
の
方

は
健
康
保
険
証
か
厚
生
年
金
証
書
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

鰹
鷺
難塾董

鯵
讐
慰
櫛
無

嚢
づ
藝
箋
義
鍵
鞭
鍛
懸
書

意善

次
の
善
意
力
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

・
長
男
好
行
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
高

　
　
　
　
　
（
高
倉
）
か
ら
二
万
円
。

・
父
金
作
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
中
村

鉱
泌
3

川
西
町
は

心
の
な
ご
む
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
聖
子
さ
ん

　
わ
た
し
た
ち
五
人
家
族
は
、
二
年

前
の
夏
高
倉
に
小
さ
な
家
を
建
て
、

短
期
間
ず
つ
で
す
が
、
春
夏
秋
冬
、

川
西
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
最
初
の
冬
、
越
ケ
沢
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
て
十
日
町
に
向
か
う
道
か
ら
見

た
、
雪
で
ま
っ
白
な
遠
く
の
連
山
が

い
く
重
に
も
重
な
っ
て
そ
び
え
る
景

色
に
、
す
っ
か
り
心
を
奪
わ
れ
ま
し

た
。
春
、
重
い
雪
が
と
け
て
、
枯
草

の
下
か
ら
の
び
よ
う
と
す
る
草
の
生

命
の
強
さ
。
夏
、
闇
に
光
る
神
秘
的

な
ほ
た
る
の
光
、
無
数
に
輝
く
星
の

夜
空
。
秋
の
実
っ
た
稲
を
高
く
並
べ

干
す
風
景
の
あ
た
た
か
さ
、
四
季
そ

れ
ぞ
れ
の
自
然
に
感
動
し
て
き
ま
し

た
。
　
山
と
川
に
囲
ま
れ
た
川
西
町
は
、

思
う
た
び
に
心
の
な
ご
む
、
わ
た
し

た
ち
の
故
郷
の
よ
う
で
す
。

　
町
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
、
高
倉
の
方
々
の
ご

親
切
に
も
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
　
「
お
茶
に
寄
り
な
さ
い
凶
　
「
畑

か
ら
野
菜
を
持
っ
て
い
っ
て
い
い
よ
已

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
都
会
で

は
想
像
で
き
な
い
親
し
み
深
い
お
付

き
合
い
を
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　
『
わ
た
し
た
ち
の
町
・
川
西
町
』
を

か
ら
十
万
円
。

肇
弔
、
欝

　
　
　
　
　
住
所
・
世
田
谷
区

　
　
　
　
　
職
業
・
英
語
講
師

　
　
　
　
　
（
四
十
三
歳
）

興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
過
疎
や
豪

雪
の
中
で
の
ご
苦
労
が
、
ど
の
よ
う

に
大
変
か
を
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
方
々
の
、
生
活
や
環
境
を
合

理
化
し
近
代
化
し
て
、
よ
り
住
み
よ

い
町
に
し
ょ
う
と
す
る
熱
意
に
感
心

し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
緑
と
澄
ん
だ
水
と
空
気
、

こ
の
何
も
の
に
も
か
え
難
い
も
の
が

い
つ
ま
で
も
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
よ
う
に
…
…
…
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
た
び
た
び
川
西
町

に
行
き
、
皆
様
と
お
話
し
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

貰
隔簸

鞭
、
臣撚1澱1

わ
し
の

　
　
　
　
　
　
自
曝
凧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
必
”
恩

、
魏
鴬
呪
慈
．
黄
の
“
焔
舞
奪
箋
悪
属
笛
奪
響

八
十
年
も
咲
き
続
け
る

紅
白
の
さ
つ
き

　
　
　
野
ロ

　
　
　
　
　
村
越
利
雄
さ
ん

　
通
り
す
が
り
に
、
す
ば
ら
し
く
咲
き

誇
る
さ
つ
き
が
目
に
と
ま
っ
た
。

野
口
の
村
越
商
店
（
村
越
利
雄
さ
ん
）

の
お
庭
で
あ
る
。

　
「
今
年
は
、
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
た

く
さ
ん
の
花
が
咲
き
ま
し
た
已

　
め
で
る
よ
う
に
枯
れ
花
を
つ
む
奥
さ

ん
に
、
し
ば
ら
く
お
つ
き
合
い
を
願
っ

て
、
丹
精
ぶ
り
を
伺
っ
て
み
た
。

　
董
の
太
さ
は
、
お
よ
そ
三
十
セ
ン
チ
。

ま
る
で
ふ
た
を
し
た
よ
う
に
ビ
ッ
シ
リ

と
咲
く
こ
の
さ
つ
き
、
不
思
議
な
こ
と

に
、
一
本
の
木
で
あ
り
な
が
ら
、
紅
白

が
混
じ
り
咲
く
と
い
う
変
わ
り
だ
ね
な

の
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
人
目
を
ひ
く
の

も
こ
と
さ
ら
で
あ
る
。

　
写
真
で
は
手
前
の
部
分
が
紅
色
な
の

だ
が
、
白
い
花
び
ら
に
も
紅
の
し
ま
が

混
じ
っ
て
、
美
し
さ
を
ま
し
て
い
る
。

　
　
「
わ
た
し
ら
の
孫
じ
い
さ
ん
の
こ
ろ

植
え
た
と
い
う
話
で
す
か
ら
、
七
十
～

八
十
年
く
ら
い
た
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
凶

》
め
で
る
よ
う
に
枯
花
を
つ
む

　
村
越
さ
ん
の
奥
さ
ん

　
な
ん
で
も
、
長
岡
の
悠
久
山
に
は
、

こ
の
親
に
あ
た
る
さ
つ
き
が
あ
る
の
だ

そ
う
だ
。

　
　
「
特
別
に
手
入
れ
も
し
て
い
な
い
ん

で
す
よ
。
消
毒
・
水
く
れ
、
年
に
一
度

く
ら
い
油
カ
ス
を
や
る
程
度
で
…
…
。

　
　
　
　
せ
ん
て
い

　
上
手
に
勢
定
を
す
れ
ば
、
も
っ
と
見

ば
え
が
す
る
の
で
し
ょ
う
が
凶

　
さ
し
木
で
簡
単
に
つ
く
の
で
、
枝
を

も
ら
っ
て
行
く
人
も
あ
る
と
い
う
が
、

み
ご
と
に
咲
き
誇
る
ま
で
に
は
、
相
当

の
年
月
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。

　
往
来
す
る
人
も
、
し
ば
し
見
と
れ
る

と
い
う
、
美
し
く
も
変
わ
り
も
の
の
さ

つ
き
、
今
年
は
花
も
長
も
ち
し
、
三
週

間
は
ら
く
に
花
見
が
楽
し
め
る
と
い
う

う
ら
や
ま
し
い
話
で
も
あ
っ
た
。
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」畷騨蔑珊鮮伸・ヒ矩『』願・榔麹，♪ノ

1図書一冊運

読
み
終
え
た
本

　
　
恵
ん
で
く
だ
さ
い
！

　
皆
さ
ん
の
お
宅
に
は
、
読
み
ふ
る
し
て
不
要
㌦

に
な
っ
た
図
書
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
㌔

　
今
町
で
は
、
公
民
館
図
書
の
充
実
を
ね
ら
っ

て
、
皆
さ
ん
に
図
書
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
る

，
図
書
一
冊
運
動
〃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
読
み
終
え
て
不
要
と
な
っ
た
本
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
文
庫
本
、
単
行
本
な
ど
、

餅
内
謬

｝
菟
超
＼
鋤
難
縫
慰

　
　
　
ぴ
ご
し
こ
へ

副
　
－
U
V
い
、
＼
い
ま
す
．
そ
ん
な
ス
ポ
↓
熱

　
　
　
　
　
　
、
、

こ
の
本
は
、
是
非
大
勢
の
人
か
ら
見
て
い
た
だ
き
た
い
、

思
わ
れ
る
本
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ん
な
図
書
で
も
叫

結
構
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
善
意
で
、
町
の
図
書
室
を
さ
ら
に
充
実
し
、
親
副

し
み
深
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う
こ
の
企
画
。
大
勢
の
皆
さ
一

ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
く
図
書
は
、
公
民
館
本
館
（
総
合
セ
ン
タ
一

1
）
、
分
館
（
上
野
連
絡
所
・
橘
出
張
所
・
克
雪
セ
ン
タ
ー
）
の
｝

い
ず
れ
か
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
寄
贈
者
が
多
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
名
前
、
書
名
は
、
公
民
館
事
務
局
に
登
録
、

保
存
す
る
も
の
と
し
、
発
表
に
つ
い
て
は
失
礼
さ
せ
て
い
た
噸

だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞
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9
　
　
　
　
　
　
恥

人
権
相
談
所
の
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
困
っ
て
い
る
よ
う
な
問
題
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
慮
な
く
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
㎞

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
絶
対
他
人
に
も
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
当
日
は
、
法
務
局
職
員
及
び
町
人
権
擁
護
委
員
隔

が
相
談
相
手
と
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
◆
と
　
き
　
　
六
月
二
十
日
　
十
時
～
三
時

　
◆
と
こ
ろ
　

川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
み
な
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り
で
、

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
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体力づくりモデル町

　の認定も

亀
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．
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9
三
｛
一
．
．
一
一
一
㌔
．
．
一
三
一
一
一
…
甲
三
一
一
．
一
一
三
｝
…
一
…
一
…
ミ
働
二
．
一
…
一
．
一
一
。
三
噛
．
一
一
ξ
一
…
。
三
三
，
…
一
一
三
ξ
甲
…
一
，
一
，
一
曹
三
一

に
こ
と
寄
せ
て
、
町
民
体
育
の

拠
点
、
体
育
館
の
周
辺
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

▲
町
民
体
育
館
が
オ
ー
プ
ン
し

て
か
ら
早
く
も
半
年
以
上
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の
利
用

者
（
十
一
月
～
今
年
四
月
ま
で

の
六
か
月
間
）
は
、
ざ
っ
と
二

万
九
千
六
百
二
十
八
人
、
月
平

均
で
は
四
千
九
百
三
十
八
人
と

大
変
な
利
用
率
を
し
め
し
て
い

ま
す
。

▲「オオー￥コラヨウイジァネエンダネー」　上野の

　老人たちが体育館の見学をかね、トレーニングも…

　
と
は
い
っ
て
も
、
こ
の
人
数
は
、
農

業
祭
や
館
内
見
物
の
人
た
ち
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
目
的
の

人
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
…
。

　
こ
れ
ら
を
、
利
用
者
層
別
に
み
て
み

ま
す
と
、
小
・
中
・
高
校
生
た
ち
が
一

万
六
千
六
十
三
人
と
最
も
多
く
、
以
下

体
協
関
係
の
五
千
五
百
四
十
人
、
成
人

男
子
、
婦
人
、
青
少
年
、
高
齢
者
の
順

と
な
り
ま
す
。

　
惜
し
む
ら
く
は
、
こ
の
利
用
者
層
に

か
な
り
片
寄
り
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
地
理
的
な
事
情
も
あ

っ
て
、
気
軽
に
出
掛
け
ら
れ
な
い
う
ら

み
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
夏
の
夕
涼

み
が
て
ら
、
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ス
ポ
ー

i
ツ
に
興
じ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
た
め
の
入
場
は
、

無
料
で
す
か
ら
…
…
…
。

▲
今
年
か
ら
三
年
間
、
川
西
町
が
”
体

力
づ
く
り
モ
デ
ル
市
町
村
”
に
指
定
を

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
生
ま
れ
た
も
の

で
、
国
民
の
体
力
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
ね
ら
い
で
す
。

　
県
内
で
は
、
大
き
な
市
部
の
み
選
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
中
魚
・
十
日
町
市
内

で
は
当
町
が
は
じ
め
て
で
す
。

　
近
代
的
な
体
育
館
の
完
備
と
、
町
民

皆
ス
ポ
ー
ツ
を
目
ざ
す
当
町
に
と
っ
て

ま
さ
に
時
宜
を
得
た
体
力
づ
く
り
モ
デ

ル
町
の
指
定
。
健
康
を
町
内
い
っ
ぱ
い

に
浸
透
さ
せ
た
い
と
は
り
き
っ
て
い
ま

す
。
参
考
ま
で
に
、
こ
の
モ
デ
ル
に
よ

審
議
す
る
こ
の
会
、
会
長
に
は
宮
啓
一

さ
ん
が
あ
た
り
、
副
会
長
は
中
川
喜
一

さ
ん
、
以
下
総
勢
は
二
十
名
で
す
。

婦
人
層
、
公
民
館
、
学
校
長
な
ど
、
幅

広
い
層
か
ら
お
集
り
の
メ
ン
バ
ー
だ
け

に
、
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
す
で
に
、
第
一
回
の
会
合
で
は
、

社
会
体
育
の
年
間
計
画
や
ら
、
体
育
館

等
各
施
設
の
活
用
方
法
な
ど
を
審
議
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

っ
て
行
う
事
業
は
、
◎
婦
人
を
対
象
に
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

し
た
栄
養
改
善
・
健
康
教
室
、
◎
中
高
　
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

年
齢
層
を
対
象
の
体
力
づ
く
り
移
動
教
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

室
、
◎
一
般
町
民
を
対
象
に
し
た
「
み
　
鮎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ん
な
で
参
加
、
健
康
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
」
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

な
ど
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

　
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
あ
な
　
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

た
も
是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

▲
ス
ポ
ー
ッ
振
興
審
議
会
（
三
月
に
条
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

例
制
定
）
の
委
員
が
決
り
、
活
動
を
開
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

始
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や
指
導
者
の
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇

養
成
、
各
種
団
体
の
育
成
な
ど
幅
広
く
　
・

　
健
康
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
の
宝
で
す
。

　
明
る
い
町
づ
く
り
は
、
ま
ず
み
ん
な

の
健
康
か
ら
。
今
年
は
、
庚
塚
運
動
場

の
造
成
や
、
信
濃
川
河
川
敷
運
動
公
園

も
お
目
み
え
す
る
予
定
で
す
。

　
充
実
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
フ
ル
に

活
用
し
て
、
さ
あ
、
町
ぐ
る
み
健
康
づ

く
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。
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E
レ

早
期
発
見
な
ら
安
心
〃

　
　
　
　
子
宮
ガ
ン
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
女
性
で
は
、
胃
ガ
ン
に
次
い
で
多

い
の
が
子
宮
ガ
ン
で
す
。

　
ガ
ン
、
と
い
う
と
、
こ
わ
い
と
考

え
が
ち
で
す
が
、
し
か
し
、
早
い
う

ち
に
み
つ
け
れ
ば
、
治
る
人
が
多
い

こ
と
が
統
計
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
宮
ガ
ン
の
症
状
は
、

◆
出
血
：
：
：
…
ガ
ン
が
出
来
る
と
、

　
組
織
が
く
ず
れ
や
す
く
な
る
の
で

　
出
血
し
ま
す
。

　
　
　
◆
お
り
も
の
…
…
多
少
の

　
　
　
　
　
お
り
も
の
は
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
心
、
　
　
、

翻霧
　
　
”
．
羅
・

。
　
隙

．
鯉
識螺

　
力
　
水
の
よ
う
な
お
り

　
も
の
、
黄
色
の
お
り
も

　
の
、
ね
ば
つ
い
た
お
り

　
も
の
は
異
常
で
す
。

◆
月
経
不
順
…
…
四
十
歳

　
代
、
五
十
歳
代
に
か
け

　
て
、
更
年
期
の
た
め
月

　
経
が
乱
れ
る
こ
と
が
多

　
い
の
で
、
異
常
出
血
を

　
見
お
と
し
が
ち
で
す
か

　
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
い
ず
れ
の
症
状
も
、
ガ

ン
特
有
の
症
状
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
自
分
か
ら

す
す
ん
で
検
診
を
受
け
た

い
も
の
。
第
一
期
の
段
階

で
発
見
す
る
こ
と
が
自
分

や
家
庭
の
幸
せ
に
な
り
ま

す
。

　
次
の
日
程
で
、
子
宮
ガ
ン
検
診
を

行
い
ま
す
の
で
是
非
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
六
月
二
十
一
日

　
　
午
前
九
時
～
十
時
、
橘
出
張
所

◎
六
月
二
十
一
日

　
　
午
後
一
時
半
～
二
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
克
雪
セ
ン
タ
ー

◎
六
月
二
十
二
日

　
　
午
前
九
時
～
十
時

　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
六
月
二
十
二
日

　
　
午
後
一
時
半
～
二
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
連
絡
所

■
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一

一‘

ガンの進行別にみた

5年後の治ゆ率

第1期81．5％

第II期62．9％

第皿期32．0％

第IV期　8．9％
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犠
蓼
葛
曝
曝
毎
骸
犠
壕
膿
葛

戸
籍
の
窓
か
ら

骸
骸
膿
骸
骸
骸
葛
葛
骸
骸
骸
骸
毎

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
翻
（
雛
（
翻
（
翻
（
翻
（
掘
（
翻
（
総
（
器

1　
9
’

　
Ψ
・

1
　
．

貴
田
幸
吉
伊
友

金
子
春
美
　
十
日
町
か
ら

登
坂
正
道
岩
瀬

佐
々
木
和
代
長
崎
か
ら

片
桐
薫
　
小
白
倉

遠
藤
ト
ユ
イ
　
広
神
村
か
ら

清
水
武
　
　
上
野

佐
藤
三
枝
子
　
野
　
口
か
ら

今
井
研
一
仁
田

番
場
典
子
　
長
　
岡
か
ら

山
家
哲
　
　
木
落

村
山
せ
い
子
　
十
日
町
か
ら

水
落
克
彦
仁
田

榎
元
喜
美
子
　
鹿
児
島
か
ら

江
口
立
巳
上
野

藤
巻
　
芳
子
　
塩
　
辛
か
ら

小
海
博
行
小
根
岸

浅
賀
久
美
子
埼
玉
か
ら

　
小
わ
ビ

　
　
　
　
俳
壇

　
太
田
白
南
風
選

　
　
上
野
渡
辺
　
朝

ぬ
れ
泳
ぐ
垣
の
中
な
る
鯉
の
ぼ
り

桐
下
駄
の
音
の
優
し
く
さ
み
だ
る
る

遠
足
の
声
の
過
ぎ
ゆ
く
山
の
里

萌
ゆ
若
葉
松
の
老
木
守
る
如

　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
了
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